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〈指導者の言葉〉 
 

本校では，「論理的思考力の育成～共感的人間関係を基盤とした『学び合
い』の授業づくりを通して～」を研究主題に掲げています。研究主題を受け，
論理的思考力を育成するために，共感的人間関係を基盤とした豊かな「学び
合い」が生まれる授業実践を行っています。更に，表現する力の育成に向け，
月１回「思考スキルタイム」の時間を設けるなど，日々の教育活動に取り組
んでいます。 

作文指導に当たっては，主に次の３点に留意しました。 
１点目は，「B 書くこと」と「C 読むこと」の領域を関連付けた指導を行っ

たことです。まず， 
単元「ずい筆を書こう」（B 書くこと）において，体験した出来事を思い出

させ，出来事とそこから考えたことを整理して文章を書くことができるよう
に指導しました。教材文「風切るつばさ」（C 読むこと）を読み，作者の文の
構成の仕方や，冒頭や終末の書き方の工夫について話し合わせ，中心となる
人物の心情の変化を表現する方法について指導しました。 

２点目は，自己内対話を何度も行わせたことです。自分の内面と向き合い，
自己を見つめ直しながら書くように指導しました。 

３点目は，描写の仕方の指導を行ったことです。自分の心の動きを読み手
に伝える際に，会話文や心内語だけでなく，比喩表現等の効果的ついて指導
しました。 

本作品は，自分の成長を筋道立てて書くことができています。更に，自分
の気持ちを読み手に分かりやすく伝えるために心内語を使ったり，比喩表現
等を使ったりして表現し，自分の気持ちの変化が読む人に伝わりやすくする
よう，現在・過去・現在という構成で表現しています。 

また，読み手を引きつけるように，自分のもっとも伝えたい思いが表れる
ように題名も工夫しています。 

自分の過去を振り返ることで，今の自分や未来の自分を支えているのは過
去の自分や家族の愛情だということに気付いた丹下君を誰もが応援したく
なるような作品になっています。 

 


